
ヽ

”ど

）
 
、（
Jヽ

ニ

C

平城宮跡第 171次調査現地説明会資料

1986年 3月15日（土）
'奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

調査期間 1986年 1月 7日～ 面積約4100戒

平城宮跡第 171次調査は推定第一次朝堂院南東部の状況を明らかにするため、
第 136次調査 (1982• 1~4) と第 146次調査 (1982•12~83· 5)とに挟まれ

た約 35,00・戒について実施した（以下西区）。あわせて、推定第一・ニ次朝堂

院との中間地区約 600祉についても調査をおこなった（以下東区）。

這構の瞑要

［四区の丑夏い贅］

SD 3765 平城宮造営当初に宮中央部に掘られた幹線排水路。短期間に埋めた

てられる。幅約 2m、深さ約 0.6m。木簡 4点と軒平瓦 1点を出土した。

S03715 Sf)37G5発絶後の宮中央部の幹線排水路。幅約 3m、深さ約 o.8m。

調査区南端から長さ約12mにわたって、東岸に護岸の杭が打たれていt-。溝の
I'rb 

麟は上下3唇にわけられるが、下隠からも奈良時代後半の軒瓦が出土してい

年木簡23点のほか、瓦・土器が多星に出土した c

SD14 奈良時代後半に推定第一次朝堂院南半部の東を限る築地SA11150(/) 

西雨落溝c 築地本体は後世の削平のため残っていなかった。

［翠l玄の這柑昏］
掘立柱建物 4 棟、掘立柱J/j/.3 条のほか、洞•土i展を検出した。遺構は次の 5
期に区分できる。

工 H月 SA01 柱間約 2.4m (8尺）の東西塀。 13閻分を検出した。
rr其月 SA02 柱閤約 2.7m (9尺）の東西塀。柱穴は一辺約 3m、

深さ約 1.5mをはかる。 15間分を検出し、さらに東へ延びる。 SA02は第一次
朝営院南門から東I＼伸びる南面の塀 (SA9201)の東延長にあたり、第一・ニ次

朝営院の中閻地区がこの塀によって閉塞されていたことが明らかとなった。

S007 SA02の北約 3mにある東西溝。 1I期に掘られIV期まで続く。 SD37 
15に注いでいた。

m貝月 SA02は築地塀につくりかえられ、 S007の北に 2掠の掘立柱
建物が建つ。

S B05 梁間3間 (6尺等間）の南北棟。

S B06 桁行5閤 (9尺等間）の東西棟c 柱穴には径約30cmの柱根が残り、一

部は礎板を敷いていた c

IV叩 S B04 梁IMI2閥の南北棟。

v朗 S B03 梁間 2間、桁行 3間の南北叫 SD07と築地塀は廃絶
していたと考えられる。

なお、 SK09は 3X1. 5限の楕円形の土J膜である。木簡の削屑 203点と瓦・
土器を出土した。木簡からみて I期あるいはJIl月の初めに属す。
各期の年代はI• IT 期が奈良時代前半、皿 •IV 朋が奈良時代後半、 V期が平
安時代初碩。西区のSD3765はほぽI朋、 SD3715はJ[~V期に対応する c

［古1費 l1寺f℃q）う経け背］
西区では古墳時代の竪穴住居 7棟、掘立柱建物10余棟、溝．土賑を検出した c
登穴住居はいすれも方形プランで、一辺 3~4m。
［出土渾物］

木簡 229点、瓦、土器が出土しに。木f面の大半は東阿SK09から出士した削1日
が占める。主な釈文を掲げる c

誌鰭人宿祢0
＊散位寮□口

←叫百伍拾翌＿一
L- l (SD37o5) 

(SD3715) 

＊口臼陀鱈缶噂□ ( I!) 
＊上毛野朝臣廣人 (SK09) 

このうち「上毛野朝臣廣人」は『続日本紀』に 7回登堀する 3 和銅元 (708)

に従五位下に昇進後、茜老元{717)年に右少弁から大倭守となり、 1目）4（720, 
年に按察使として陸奥に赴き、彼地で搬夷の反乱のため殺害された、とある。

軒瓦は奈良時代始め頃から、中頃のものが多数を占める e またS03715から

は「路」、東区SB04o)柱穴からは「五日」、 「七H」と記された挺祖土器が
出土している。

古摂時代の遺物は4~5机紀の土師＇器が出： l.：しているが目は多くない a :負思
器は6世紀中頃のものが少梃ある。

まとめ

1)第一次朝党院の朝集殿についてはその存在を推測させる追構はなかった。

2)第一次朝営院南門からのびる塀によって、第一・ニ次朝営院0)中間を閉塞し

ていることが明らかになっに。平城宮中枢部の区画に関して新たな知見が得ら

れたとともに、中間地区に何らかの官紺群が存在したと推定できた c

3)古展時代の遥構がこのi應域に比較的集中していることがわかった。
・I.. 
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宮 造営前の造構分布
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雉 定第一次朝堂院地区南東部

道樟程充面各認I
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第171次発掘遣構図


